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が出来てから200年ものちの、1790年前後のことです。
「ためいきの橋」という名は、統領宮殿（独立国家だ
ったころのヴェネツィアの元首公邸・議事堂・裁判所を
兼ねた建物）のなかの裁判所で死刑の判決をうけた罪人
が、監獄に連れて行かれるときに、二度と生きてこの橋
を渡ることはないという思いから「ためいき」をついた
だろう、という想像から生まれた呼称です。この橋が注
目されるようになった原因は三つあります。ひとつの原
因は、この橋が、かつてのヴェネツィアでおこなわれて
いた貴族寡頭政治を象徴するものとなったからです。新
監獄は、それまでの監獄では数が足りなくなったために
新設されたものなので、政治体制が警察国家的なものに
変質した現れであったのですが、そのことには200年
近く関心はもたれませんでした。関心は、アンシャンレ
ジームへの憎悪から生まれたのです。この橋が注目され
るようになった第二の原因は、運河脇の暗い地下牢に魅
せられるような病的な想像力です。つまり、「ためいき
の橋」の吸引力は、大きく見れば、ヨーロッパのなかの
啓蒙思想からフランス革命へと進んだ精神風土、そして
またロマン主義の精神風土のなかで生まれています。
さらに、「ためいきの橋」の吸引力には、第三の直接
的原因、英国の詩人バイロンが関係しています。バイロ
ンは、フランス革命後の精神的動揺と自由主義的ロマン
主義とを一身に体現した、汎ヨーロッパ的スターでした。
この有名人が、注目の連作詩（『チャイルド・ハロルド
の巡礼、第4部』1817）の冒頭で、「わたしは、ヴェ
ネツィアの『ためいきの橋』の上に立った。宮殿があり、
両端は監獄だった」と書いたので、この橋はヨーロッパ
全体で注目されるようになりました。ターナーの描いた
『ためいきの橋』も、バイロンのこの詩行に基づいており、
出展の際にはそれを引用していたのです。
以上はわたくしの研究内容のごく小さな例ですが、わ
たくしの研究の特徴はたぶん三つあります。第一に、地
域的に、国民国家・国民文化の枠組みによらず、ヨーロ
ッパという枠組みで考え、時代的に、中世から20世紀
までのパースペクティブで考えようとしている点です。
第二に、研究対象を、文学作品、旅行記、絵画、建築物、
オペラ・演劇・映画のDVD資料と台本など、文字・非
文字を問わず雑多な資料に求めていることです。第三に、
究極の関心が精神史的で、なおかつ、日本のなかでは例
外的な視角を持っていることです。
20年前にＦ・バウマー『近現代ヨーロッパの思想―
―その全体像』というかなり厚い（800頁ほどの）訳
書を出版したことがあります。これは、17世紀から
20世紀半ばまでのヨーロッパ思想の潮流をたどった良
書で、翻訳しながらずいぶん勉強になったのですが、じ
つは、その翻訳作業と前後して発見した本に、オースト
リアの精神史家フリードリッヒ・ヘーアの『ヨーロッパ
精神史』という大著があります。著者自身が原著の内容
を数分の一に縮約した版が邦訳されていますが、原著自
体の邦訳は残念ながらありません。ドイツ語は、わたく
しには英・仏・伊語につぐ第四外国語でしかありません
ので、この精神史を翻訳するようなことはないだろうと
思います。しかし、この書は、長らく、わたくしには最
も共鳴するところの多い、汲めども尽きぬ泉のような存
在です。
ヘーアは、紀元2世紀から20世紀までのヨーロッパ
について、思想家たちはむろんのこと、さまざまな社会
事象・文化事象の根底にある精神形態を、博識と洞察力
とを駆使しながらあぶり出し、精神形態の持続と影響関
係とを描き出してゆきます。ヘーアは青年期に反ナチ闘
争をした体験があり、それが思考と研究の原点にある様
子なのですが、たとえばヒットラーを、ヘーアは、オー
ストリアの山奥で迫害から生き延びた再洗礼派・熱心派
キリスト教の精神を受け継ぎ、下層から憎悪の眼で捉え
たバロック的神聖ローマ帝国を再興しようとした人物と
して描き出します。ヘーアの『ヨーロッパ精神史』はヨ
ーロッパ精神の根底を露わにする好著なのですが、日本
ではほとんど読まれてこなかったようです。その原因は、
ヘーアの立場がローマ・カトリックのなかの、とりわけ
理性と人文学的教養と批判とを大切にしてきたリベラル
派であるため、知識人の多くが没キリスト教、もしくは
反キリスト教、もしくは反ローマ・カトリックである日
本では受け入れられにくかったからでしょう。そのよう
な書を好むわたくしは日本では少数派に属します。そし
て、わたくしもまた、ヘーアと同じく、たとえばヴェネ
ツィアをめぐる表象の背後にある精神形態とその動きと
を捉えようとしています。ですから、わたくしの研究内
容をほんとうに正確に記述するなら、「ヴェネツィアな
どをめぐる表象の背後にある精神形態の歴史的研究」と
でもなるのでしょう。
ともあれ、こういう関心と研究経験とを背景にして、
わたくしは、非文字資料研究センターの今後の研究に、
浅学なりに、貢献できることがあるだろうと思っていま
す。それは、第一に、非文字資料をふくむ多様な資料の
分析経験、特に文字資料との関連づけ。第二に、ヨーロ
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ッパ文化史全体への目配り。そして第三に、日本では珍
しいローマ・カトリック的な視野、というところでしょ
うか。たとえば、キリスト教的主題を伏在させる絵画を
資料にすることになっても、あまり見当外れな分析はし
ないだろうということです。
＊G i o v a n n i  A n t o n i o  C a n a l ,  c a l l e d  C a n a l e t t o（ I t a l i a n
（Venice）,1697-1768）, View of the Riva degli Schiavoni, Venice, late 
1730s, oil on canvas, 18 1/2 × 24 7/8 in.（47.1 × 63.3cm.）. Toledo 
Museum of Art（Toledo, Ohio）, Purchased with funds from the Libbey 
Endowment, Gift of Edward Drummond Libbey, 1951.404 Photo 
Credit: Image Source, Toledo.
＊＊Joseph Mallord William Turner, 1775-1851, Venice, the Bridge of 
Sighs, exhibited 1840, oil on canvas, 686 × 914 mm. Accepted by the 
nation as part of the Turner Bequest 1856. Digital Image Credit: Tate, 
London.
１．加世田の琉球漆器
2005 年 11 月 25 日、私は何名かの研究者と鹿児島
県南さつま市にある加
か せ だ
世田郷土資料館を見学していた。
加世田とゆかりの深い戦国大名・島津忠良（日新公、
1497 ～ 1568 年）の遺品を展示するコーナーにさし
かかった時、横にいた琉球史研究者の上里隆史氏が「日
新公の御鉢子」とされる漆器を指して「これ古
こりゅうきゅう
琉球の
漆器じゃないですか？」と言った。古琉球とは、琉球王
国の前半期――王国が形成され始める 12 世紀頃から、
1609 年の島津氏の琉球侵攻によって琉球が日本の支配
下に入るまで――の時期を指す。後半期である近世琉球
――1609 年から 1879 年の琉球処分によって王国が
終焉を迎えるまで――の漆器であるならまだしも、それ
以前のものが、しかも琉球の漆器と気づかれずに残って
いるなんて、そんなことがあるのだろうかと半信半疑だ
ったが、果たして後日専門家による本格的な調査が行わ
れ、古琉球後期の琉球漆器の入子碗であることが確認さ
れた（安里進「仙台と薩摩に伝世した琉球漆器の祭具」『漆
工史』29、2006）。私は鹿児島に残る琉球の貴重な遺
物の「発見」現場に立ち会ってしまったことになる。
鹿児島（薩摩）は古来より地理・経済・政治的に琉球
王国と関わりの深い地域であり、今も様々な琉球の「痕
跡」が残っている。その中にはすでによく知られている
ものもあるが、一方で先の漆器のように全く琉球のもの
と気づかれずに「残っている」ものもある。それらは琉
球人の活動や、琉球と鹿児島の交流に関する極めてリア
ルで貴重な情報を発信してくれる資料（史料）である。
近世琉球の国際関係史を主に研究する私は、2005 年頃
――つまり漆器「発見」事件の前後――から薩琉交流の
諸相に関心を持つようになり、毎年他の研究者と協力し
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E S
S
A
Y
研究エッセイ
鹿児島県に残る「琉球」
─僧侶の墓を中心に─
渡辺　美季（非文字資料研究センター　研究員）
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ながら鹿児島各地に残る琉球の「痕跡」の調査を行って
きた。まだまだ全容はつかめておらず、調査が進めば進
むほど分からないことが増えていくという状況だが、こ
の場を借りてその成果の一端として琉球僧の墓を幾つか
紹介してみたい。
２．永野の琉球人墓
琉球と薩摩の交流は海路を通じて行われたため、琉球
の「痕跡」は沿海部に多い。しかし数は少ないものの、
内陸にも重要な「痕跡」が見出せることがある。その一
つが、川内川上流の山間部に位置するさつま町永野の琉
球僧墓である。ここにはかつて年（念）行寺という臨済
宗の寺院があった。記録によれば琉球人の玄超禅師が中
興し、それ以後、琉球僧が五代も続けて住持となったと
いう（『三国名勝図会』巻 42）。現在はその墓地だけが
残るが――鹿児島では廃仏毀釈により寺院の大半が破壊
された――、そこに三基の琉球僧の墓が残っている 
（写真 1）。以下は、薩摩町郷土誌編さん委員会編『薩摩
町郷土誌』（薩摩町、1998）の記事に肉眼観察の成果
を反映した墓碑の文面である。
①（左端）：［正面］琉球国伍徳□勝林徒／［背面・右］
享保十四（1729）己酉九月二十一日□／［背面・左］
□□□□□□□和尚之塔
②（中央）：［正面］琉球僧仙江院徒也／［背面・右］
宝暦六（1756）年丙子九月二十九日／［背面・左］
前住當院妙心第一座九知牛和尚立焉自弟子中
③（右端）：［正面］琉球僧□岸軒徒／［背面・右］寛
保三（1743）癸亥四月十九天／［背面・左］前住
雪峯知電俊板□塔
また近くの泉福寺（浄土真宗本願寺派、1872 年創建）
には、年行寺の遺物として「釈迦涅槃図」が伝わってい
る。年に一度しか一般公開されないため未だ実見できて
いないが、その裏には 1760（宝暦 10）年の補修につ
いて施主 10 名および表具師の名前が記されており、施
主の筆頭は「琉僧智璨（燦カ？）」で智璨は「当仮住」
であったという（『薩摩町郷土誌』）。さらに、さつま町
広瀬の南方神社には「金山安養院琉球僧」云々と記され
た年行寺の棟札が保存されているそうだが（『薩摩町郷
土誌』）、これも実見に至っていない。
３．大隅半島の琉球人墓
ところでなぜこの寺に琉球僧がいたのだろうか。その
鍵となるのは、遙か離れた大隅半島の東側にある志布志
の名刹・大慈寺（臨済宗）である。近世の琉球僧侶はし
ばしば薩摩藩領へ参禅したが 1、大慈寺は琉球から参禅
する臨済僧の拠点となった寺院であった（藤田励夫「大
慈寺と対外交流」『京都妙心寺―禅の至宝と九州・琉球―』
西日本新聞社、2010）。そして永野の年行寺は、この
大慈寺の末寺・広徳寺（曽木）の末寺であったのである。
年行寺に琉球僧がやってきたのは、多分に大慈寺のネッ
トワークによるものであったのだろう。但し年行寺の琉
球僧の素性や、現地における彼らの生活の様子、五代連
続で琉球僧が住持となった理由などについては、関連史
料がなく皆目分からない。
１		古琉球期には日本各地へ参禅したが、近世前半に段階的に薩摩領内から出る
ことが禁止され、1731年に滞在期間の上限が15年と定められた（深澤秋人「遍
参僧に関する覚書」『史料編集室紀要』23、2008）。
２		大慈寺の什器目録（1953年7月）には「即心院龍翔寺琉球末派等古文書数通」
とある。
写真１	 年行寺跡の琉球僧墓
写真 2　明山寺跡の観音像
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なお大隅半島には大慈寺に二基、その末寺の道隆寺跡
（高山）に一基の琉球僧墓が残されている（小野まさ子「資
料紹介」『地域と文化』57、1990、同「道隆寺にある
琉球僧の墓」『浦添市立図書館紀要』3、1991）。また
高山からほど近い東串良町唐仁の明山寺跡には、琉球僧・
越山なる人物が建立した観音像が残っている（写真2）。
台座の部分に「正月十八日／琉球国／越山建立／正五九
月式日／文化十五（1818）年戊寅／町中安全／正観音
／村裡吉祥」とある。明山寺は曹洞宗で高山瑞光院の末
寺であった。
４．国分の琉球人墓
一方、鹿児島湾に面した霧島市国分湊の中福良には琉
球人の住持墓（写真3）が残る。墓碑には「文化八（1811）
年三月十五日／富寺前住大慈端堂恵發西［癸要カ？］堂
和尚／琉球國中山府那覇邑／龍翔院我翁従」とある。龍
翔院とはここにかつてあった寺院である。その詳細は不
明だが、大慈寺の末寺である可能性がある 2。
同じく国分広瀬の小村には、国分宮内の正興寺（建仁
寺の末）の末寺であった日輪山東光院（臨済宗）の琉球
僧墓三基（写真4・5）がある。墓碑は以下の通りである。
①琉球僧墓／得海祖盛智蔵禅師／元禄八（1695）乙
亥十月初二日
②前正興当院開山星淑大和尚／琉球禅隆建立之／元禄
九（1696）丙子天拾月吉日
③琉球僧墓／前正興当院十二世全岑／享保十一
（1726）丙午年十一月廿七日
僧侶らの素性は不明だが、東光院は、この地の船頭・
堀切彦兵衛が琉球侵攻の船頭を命ぜられた際に海上安全
と島津軍の勝利を祈って願を掛け、成就したために再興
されたといわれており（『国分諸古記』）、琉球と関わり
の深い寺院であったようである。
一方、18世紀末に国分を訪れた医師・橘南谿によれ
ば宮内―東光院の本寺の所在地―には明王寺という山寺
があり「住持の僧は琉球国の人」だったという（『西遊記』
補遺）。明王寺は不詳だが、国分における琉球僧の様子
が僅かなりとも確認できる貴重な事例である。
近世期には琉球・薩摩の双方において国をまたぐ移住・
通婚が厳しく制限され、両地域の交流は一時滞在者の往
来に限定されていた（渡辺美季「境界を越える人々―近
世琉薩交流の一側面―」井上徹編『海域交流と政治権力
の対応』汲古書院、2011）。こうした状況の中で、薩
摩に参禅した琉球僧は十数年にわたる長期滞在を認めら
れた稀有な存在であった。彼らはどのように現地社会と
関わっていたのだろうか。また琉球との関係はどのよう
に維持されていたのだろうか。まだまだ様々な課題が残
されている。私の鹿児島通いは当分続くことになるだろ
う。
※なおここに紹介した史跡を含め、調査の成果の多くは下記の
サイトで公開している。
日本における琉球史跡　http://www.geocities.jp/ryukyu_
history/Japan_Ryukyu/Main.html
［付記］鹿児島調査の際には毎回多くの方のご支援をいただくが、
本稿に関してはとりわけ次の方々に多大なご協力とご教示をたま
わった。特に記して深謝申し上げたい。
石田恵一氏・上原兼善氏・重久淳一氏・黒木國泰氏・橋口亘氏
写真３	 龍翔院跡の琉球僧墓 写真４	 東光院跡の琉球僧墓① 写真５	 東光院跡の琉球僧墓②（左から２つ目）、
③（右から２つ目）
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保三（1743）癸亥四月十九天／［背面・左］前住
雪峯知電俊板□塔
また近くの泉福寺（浄土真宗本願寺派、1872 年創建）
には、年行寺の遺物として「釈迦涅槃図」が伝わってい
る。年に一度しか一般公開されないため未だ実見できて
いないが、その裏には 1760（宝暦 10）年の補修につ
いて施主 10 名および表具師の名前が記されており、施
主の筆頭は「琉僧智璨（燦カ？）」で智璨は「当仮住」
であったという（『薩摩町郷土誌』）。さらに、さつま町
広瀬の南方神社には「金山安養院琉球僧」云々と記され
た年行寺の棟札が保存されているそうだが（『薩摩町郷
土誌』）、これも実見に至っていない。
３．大隅半島の琉球人墓
ところでなぜこの寺に琉球僧がいたのだろうか。その
鍵となるのは、遙か離れた大隅半島の東側にある志布志
の名刹・大慈寺（臨済宗）である。近世の琉球僧侶はし
ばしば薩摩藩領へ参禅したが 1、大慈寺は琉球から参禅
する臨済僧の拠点となった寺院であった（藤田励夫「大
慈寺と対外交流」『京都妙心寺―禅の至宝と九州・琉球―』
西日本新聞社、2010）。そして永野の年行寺は、この
大慈寺の末寺・広徳寺（曽木）の末寺であったのである。
年行寺に琉球僧がやってきたのは、多分に大慈寺のネッ
トワークによるものであったのだろう。但し年行寺の琉
球僧の素性や、現地における彼らの生活の様子、五代連
続で琉球僧が住持となった理由などについては、関連史
料がなく皆目分からない。
１		古琉球期には日本各地へ参禅したが、近世前半に段階的に薩摩領内から出る
ことが禁止され、1731年に滞在期間の上限が15年と定められた（深澤秋人「遍
参僧に関する覚書」『史料編集室紀要』23、2008）。
２		大慈寺の什器目録（1953年7月）には「即心院龍翔寺琉球末派等古文書数通」
とある。
写真１	 年行寺跡の琉球僧墓
写真 2　明山寺跡の観音像
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なお大隅半島には大慈寺に二基、その末寺の道隆寺跡
（高山）に一基の琉球僧墓が残されている（小野まさ子「資
料紹介」『地域と文化』57、1990、同「道隆寺にある
琉球僧の墓」『浦添市立図書館紀要』3、1991）。また
高山からほど近い東串良町唐仁の明山寺跡には、琉球僧・
越山なる人物が建立した観音像が残っている（写真2）。
台座の部分に「正月十八日／琉球国／越山建立／正五九
月式日／文化十五（1818）年戊寅／町中安全／正観音
／村裡吉祥」とある。明山寺は曹洞宗で高山瑞光院の末
寺であった。
４．国分の琉球人墓
一方、鹿児島湾に面した霧島市国分湊の中福良には琉
球人の住持墓（写真3）が残る。墓碑には「文化八（1811）
年三月十五日／富寺前住大慈端堂恵發西［癸要カ？］堂
和尚／琉球國中山府那覇邑／龍翔院我翁従」とある。龍
翔院とはここにかつてあった寺院である。その詳細は不
明だが、大慈寺の末寺である可能性がある 2。
同じく国分広瀬の小村には、国分宮内の正興寺（建仁
寺の末）の末寺であった日輪山東光院（臨済宗）の琉球
僧墓三基（写真4・5）がある。墓碑は以下の通りである。
①琉球僧墓／得海祖盛智蔵禅師／元禄八（1695）乙
亥十月初二日
②前正興当院開山星淑大和尚／琉球禅隆建立之／元禄
九（1696）丙子天拾月吉日
③琉球僧墓／前正興当院十二世全岑／享保十一
（1726）丙午年十一月廿七日
僧侶らの素性は不明だが、東光院は、この地の船頭・
堀切彦兵衛が琉球侵攻の船頭を命ぜられた際に海上安全
と島津軍の勝利を祈って願を掛け、成就したために再興
されたといわれており（『国分諸古記』）、琉球と関わり
の深い寺院であったようである。
一方、18世紀末に国分を訪れた医師・橘南谿によれ
ば宮内―東光院の本寺の所在地―には明王寺という山寺
があり「住持の僧は琉球国の人」だったという（『西遊記』
補遺）。明王寺は不詳だが、国分における琉球僧の様子
が僅かなりとも確認できる貴重な事例である。
近世期には琉球・薩摩の双方において国をまたぐ移住・
通婚が厳しく制限され、両地域の交流は一時滞在者の往
来に限定されていた（渡辺美季「境界を越える人々―近
世琉薩交流の一側面―」井上徹編『海域交流と政治権力
の対応』汲古書院、2011）。こうした状況の中で、薩
摩に参禅した琉球僧は十数年にわたる長期滞在を認めら
れた稀有な存在であった。彼らはどのように現地社会と
関わっていたのだろうか。また琉球との関係はどのよう
に維持されていたのだろうか。まだまだ様々な課題が残
されている。私の鹿児島通いは当分続くことになるだろ
う。
※なおここに紹介した史跡を含め、調査の成果の多くは下記の
サイトで公開している。
日本における琉球史跡　http://www.geocities.jp/ryukyu_
history/Japan_Ryukyu/Main.html
［付記］鹿児島調査の際には毎回多くの方のご支援をいただくが、
本稿に関してはとりわけ次の方々に多大なご協力とご教示をたま
わった。特に記して深謝申し上げたい。
石田恵一氏・上原兼善氏・重久淳一氏・黒木國泰氏・橋口亘氏
写真３	 龍翔院跡の琉球僧墓 写真４	 東光院跡の琉球僧墓① 写真５	 東光院跡の琉球僧墓②（左から２つ目）、
③（右から２つ目）
